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ち

きゅ
うにやさし

い

み
どりをまも

る

青葉区民まつり（平成25年11月3日）

■世帯数（戸）
■町内会数

■人　口（人）

15万2197（2万5887）
512（76）
　うち区連協加入484（74）
30万2572（7万1193）
　男 14万6393（3万4202）
　女 15万6179（3万6991）

青葉区連合町内会長協議会区連協だより区連協だより区連協だより
青葉区

2014．3　No.26

宮城地区まつり（平成25年11月4日）

（　）は宮城総合支所管内で再掲
人口、世帯数は平成26年2月1日現在（住民基本台帳等）
町内会数は平成25年６月１日現在

地域共通の
　　　　課題に取り組む
地域共通の
　　　　課題に取り組む
地域共通の
　　　　課題に取り組む

青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要

青葉区連合町内会長協議会（略
称：区連協）は、青葉区内37の地
区連合町内会長で組織しています。
各地区連合町内会相互の情報交換や
行政との意見交換を通して、地域の
コミュニティ形成と活性化など、地
域に共通する課題に取り組むととも
に、関係機関への働きかけを行って
います。
定期総会や年３回の定例会、役員
会での協議のほか、新任町内会長研
修会をはじめ、円滑で充実した自治
会運営に向けた各種研修会などを開
催しています。
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ス
タ
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防
災
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
理
事
の
新
設

は
、
震
災
後
、
各
地
区
で
地
域
防
災
の
取
り

組
み
が
本
格
化
し
、ま
た
、地
域
と
マ
ン
シ
ョ

ン
の
関
係
づ
く
り
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
区
連
協
と
し
て
対
応
強
化
を

図
る
も
の
で
す
。

震
災
の
教
訓
に
立
ち
、
地
域
の
実
情
を
反

映
し
た
避
難
所
運
営
方
法
の
確
立
が
急
が
れ

て
い
ま
す
が
、決
め
る
べ
き
内
容
は
幅
広
く
、

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、「
ど
の
よ
う

に
取
り
組
め
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
青
葉
区
区
民
生
活
課
の
協
力
を

得
て
、　
月
に
冊
子「
避
難
所
運
営
に
関
す
る

１１

事
前
協
議
と
地
域
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
ポ

イ
ン
ト
」
を
作
成
し
、
全
町
内
会
に
配
布
し

ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
進
め
方
や
留

意
点
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
ま
と
め
て
い

ま
す
。

防
災
や
高
齢
化
対
応
な
ど
で
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
を
受
け
、　
月
に
は
コ
ミ
ュ

１１

ニ
テ
ィ
小
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
第
１

回
会
議
で
は
、
町
内
会
活
動
の
意
義
を
Ｐ
Ｒ

し
、マ
ン
シ
ョ
ン
内
自
治
会
の
立
ち
上
げ
や
、

地
元
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
な

ど
を
確
認
。
今
後
、
具
体
策
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
新
任
町
内
会
長
研
修
会
＝
６
月
　
日
、
市

２８

役
所
で
開
き
、
新
任
会
長
約
　
人
が
参
加
し

６０

ま
し
た
。
区
職
員
が
町
内
会
運
営
に
か
か
わ

る
制
度
等
を
説
明
。
東
六
番
丁
小
学
校
の
渡

部
力
校
長
が「
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
」の

テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。

◆
青
葉
区
町
内
会
長
研
修
会
＝
　
月
　
日
、

１１

１２

江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
。
約
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
支

社
の
相
澤
義
博
企
画
部
長
が
仙
台
駅
東
西
自

由
通
路
拡
幅
と
東
口
開
発
に
つ
い
て
講
演
。

震
災
か
ら
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
も
説
明
し

ま
し
た
。

◆
町
内
会
会
員
研
修
会
＝
　
月
６
日
、
エ
ル

１２

ソ
ー
ラ
仙
台
で
開
か
れ
、
町
内
会
会
員
約
１

５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
せ
ん
だ
い
男
女

共
同
参
画
財
団
の
木
須
八
重
子
理
事
長
が

「
多
様
性
あ
る
地
域
防
災
」と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

◆
連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会
＝
１
月
　２８

日
、
宮
城
地
区
で
開
き
、
地
域
版
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
議
し
ま
し
た
。

平
成
　
年
度
総
会
は
５
月
　
日
、
青
葉
区

２５

２０

役
所
で
開
か
れ
、
川
平
学
区
連
合
町
内
会
の

島
田
福
男
会
長
を
新
会
長
と
す
る
役
員
改
選

案
な
ど
を
承
認
し
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
規
約
の
改
正
で
は
、
新
た
に
防
災

担
当
理
事
２
名
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
理
事

１
名
を
置
き
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会　

会
長　

島
田　

福
男

ご
あ
い
さ
つ

青
葉
区
長　

木
村 　

智

心
と
な
る
町
内
会
や
連
合
町
内
会
へ
の
期
待
も
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

仙
台
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
で
は
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た

が
、
一
律
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
地
域
主
体
の「
地
域
版
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
中
心
は
連
合
町
内
会
が
担
い
ま
す

が
、
仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
で
は
、
平
成
　
年
度

２６

末
ま
で
に
す
べ
て
の
地
域
で
マ
ニュ
ア
ル
が
完
成
す
る
こ

と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。青
葉
区
連
合
町

内
会
長
協
議
会
も
、
新
体
制
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、

防
災
担
当
理
事
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
担
当
理
事
を
新
設

し
、マ
ニュ
ア
ル
作
成
を
含
め
、だ
れ
も
が
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

青
葉
区
連
協
で
は
、
今
後
も
皆
様
か
ら
ご
意
見
・

ご
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

向
か
う
市
民
の
姿
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
は
、
世
界
の
防
災
文
化
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
震
災
の
教
訓
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
に
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
防
災
を
含
め
、
地
域
課
題
解
決
の
基
本
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
基
盤
づ
く
り
と
活
性
化
に
向
け
、
今
後
も

皆
様
と
手
を
携
え
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま

も
な
く
３
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
震
災
を
契

機
に
地
域
活
動
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
、
そ
の
中

国
連
防
災
世
界
会
議
の
本
市
開
催
ま
で
１
年
余
り

と
な
り
ま
し
た
。
先
の
震
災
で
は
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
深
い
悲
し
み
の
中
で
得
ら

れ
た
教
訓
と
と
も
に
、
震
災
の
混
乱
の
中
で
大
き
な

力
を
発
揮
し
た
町
内
会
の
活
躍
や
、
復
興
へ
力
強
く

新
体
制
ス
タ
ー

新
体
制
ス
タ
ー
トト



青葉区連協だより
2014.3　No.26

（3）

地域の一体感を育んでいる通町学区民親睦大運動会

私
た
ち
の
落
合
栗
生
地
区
は
、
南
に
西
風

蕃
山
を
望
み
、
Ｊ
Ｒ
仙
山
線
と
国
道
４
５
７

号
線
、
清
流
の
斉
勝
川
に
隣
接
す
る
平
坦
地

に
あ
り
ま
す
。
住
宅
地
や
公
共
施
設
、
商
業

施
設
が
集
ま
り
、
交
通
量
や
陸
前
落
合
駅
の

利
用
客
も
年
々
増
加
す
る
な
ど
、
活
気
の
あ

る
地
域
で
す
。
連
合
町
内
会
は
　
単
位
町
内

１１

会
、約
３
１
０
０
世
帯
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

住
民
が
増
え
る
中
、
近
隣
同
士
の
交
流
促

進
を
図
ろ
う
と
、
毎
年
恒
例
の
大
運
動
会
を

地
域
の
絆
は
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
か
ら

地
域
の
絆
は
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
か
ら

地
域
の
絆
は
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
か
ら

栗
生
小
校
庭
で
開
い
て
い
ま
す
。
連
合
町
内

会
の
主
催
、
体
育
振
興
会
と
栗
生
小
父
母
教

師
会
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
共
催
で
、

約
８
０
０
人
が
参
加
し
、
会
場
に
は
住
民
の

晴
れ
や
か
な
笑
顔
が
広
が
り
ま
す
。

今
後
も
各
町
内
会
の
融
和
を
図
り
な
が

ら
、
子
供
た
ち
と
高
齢
者
に
目
を
配
り
、「
向

こ
う
三
軒
両
隣
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
で
き

る
減
災
の
地
域
づ
く
り
へ
向
け
て
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

落
合
栗
生
連
合
町
内
会

会
長
　
庄
子
　
　
隆

”原
点
回
帰
“が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
の
鍵

”原
点
回
帰
“が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
の
鍵

”原
点
回
帰
“が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
の
鍵

政
宗
公
を
祀
る
青
葉
神
社
の
南
に
広
が
る

通
町
地
区
は
、
城
下
町
仙
台
を
南
北
に
貫
く

奥
州
街
道
通
町
筋
と
し
て
知
ら
れ
、
古
刹
の

多
い
落
ち
着
い
た
文
教
地
区
で
す
。　
町
内

２７

会
、
約
４
０
０
０
世
帯
で
構
成
し
、
北
山
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
で
交
通
量
が
増
え
、
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
は
町
内
会

の
原
点
回
帰
か
ら
で
す
。
学
区
民
運
動
会
や

盆
踊
り
、
防
災
訓
練
、
合
同
新
年
会
な
ど
、

通
町
地
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　
渡
邉
　
剛
伯
連
合
会
や
通
町
小
学
校
、
社
協
、
体
振
、
防

犯
協
会
な
ど
が
協
力
し
て
開
催
し
て
い
る
行

事
は
、
地
域
の
一
体
感
醸
成
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
広
報
誌
の
配
布
や
各
種
回
覧
は「
高

齢
者
の
見
守
り
」
に
つ
な
が
り
、
社
協
の「
子

育
て
サ
ロ
ン
」
は
お
母
さ
ん
た
ち
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
安
全
の
た
め
、
通

町
小
学
校
と
連
携
し
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や

通
学
時
巡
回
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
は

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
今
後
も
一
つ
一
つ
の
活
動
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住民の笑顔の花咲く大運動会

平成24年度会計監査
役員会
総会
役員会
第１回定例会
新任町内会長研修会
役員会
第２回定例会
町内会長研修会
第１回コミュニティ小委員会
町内会役員永年勤続表彰式（市主催）

4月12日
19日

5月20日
6月5日
17日
28日

9月4日
19日

11月12日
 　22日
 　28日

町内会長永年勤続表彰式（区主催）
町内会会員研修会　第３回定例会
区連協だより編集委員会

連合町内会長移動研修会
区連協だより編集委員会
区連協だより発行
役員会

12月5日
6日
20日

1月28日
2月5日
 　18日
3月　　

青葉区連協の主な活動青葉区連協の主な活動青葉区連協の主な活動

地域と学校の連携について認識を深めた
新任町内会長研修会（平成25年6月28日）

平成25年

平成26年

地域懇談会
地域懇談会は、地

域の様々な問題に
つい

て、地域と行政が話
し合う場です。本年

度

は、中山、川平、中
江、国見、八幡、荒

巻、

上杉、小松島、桜ケ
丘、北六の10地区

で開

催しました。
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清
水
透（
国
見
三
丁
目
町
内
会
）▽
折
立
地
区

＝
金
野
裕
義（
折
立
団
地
東
部
町
内
会
）▽
川

前
地
区
＝
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会　　長
　島田　福男　（川平学区連合町内会）
副 会 長
　庄司　勝壽　（大倉地域連合町内会）
　千田　文彦　（国見地区連合町内会）
　今野　　均　（片平地区連合町内会）
総務理事
　齋藤　和平　（南吉成学区連合町内会）
会計理事
　根本　　勁　（小松島学区町内会連合会）
防災担当理事
　今野　利正　（中江地区町内会連合会）
　庄子　　隆　（落合栗生連合町内会）
コミュニティ担当理事
　渡邉　剛伯　（通町地区町内会連合会）
会計監事
　佐々木　宗　（折立地区町内会連合会）
　袖澤　勝義　（川前地区連合町内会）
　阿部　嘉孝　（荒巻地区町内会連合会）
会　　員
　藤原　　直　（東一番丁連合会）
　岩崎　一夫　（中央通り連合会）
　太田　廣茂　（東二地区連合町内会）
　森　　光弘　（五橋地区連合町内会）
　七井　英雄　（上杉地区連合町内会）
　今泉　清二　（東六地区連合町内会）
　高橋　健一　（北六地区連合町内会）
　佐竹　富次　（旭ヶ丘南部連合町内会）
　井上　養朔　（旭ヶ丘町内会連合会）
　小林　正直　（台原地区町内会連合会）
　今野　禎二　（台原東部連合町内会）
　平池　　稔　（台原北部連合町内会）
　花渕蔵之助　（北仙台地区連合町内会）
　酒井　典雄　（桜ケ丘学区連合町内会）
　社本　啓之　（中山学区連合町内会）
　阿部　邦彦　（立町地区町内会連合会）
　鈴木　幸夫　（木町通学区連合町内会）
　伊藤　　巖　（八幡地区町内連合会）
　千葉　賢吾　（貝ケ森地区連合町内会）
　庄子　静雄　（広瀬地区連合町内会）
　庄子　　晟　（上愛子学区連合町内会）
　早坂　晃弥　（作並小学区連合町内会）
　伊藤　勝衛　（大沢小学区連合町内会）
　熊谷　英昭　（吉成学区連合町内会）
　畑　　　強　（愛子地区連合町内会）
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